
ハ
、
そ
の
他
、
構
築
物
等

苑
内
に
は
袈
裟
紋
水
磐
、
半

数
基
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

ロ
、
細
川
藤
孝
公
、
細
川
忠
利
公
銅
像

細
川
家
初
代
と
し
て
礎
を
築
か
れ
た
藤
孝
公
は
、
清
和
源

氏
足
利
幕
府
菅
領
の
流
れ
を
汲
む
武
人
で
足
利
将
軍
家
を
補

茶
道
、
能
楽
等
に
堪
能
で
文
武
両
道

代
歌
学
の
祖
と
称
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
三
年
三
月

細
川
藤
孝
公

佐
し
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
の
三
氏
に
仕
え
重

用
さ
れ
ま
し
た
。

足
利
将
軍
家
の
有
識
故
実
に
精
通
し
、
武
芸
百
般
、
和
歌
、

茶
道
、
能
楽
等
に
堪
能
で
文
武
両
道
の
文
化
人
で
あ
り
、
近

十
一
、
神
苑
内
建
造
物

イ
、
古
今
伝
授
之
間
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
十
日
県
指
定
重
要
文
化
財
）

池
畔
に
建
つ
萱
葺
の
建
物
は
当
神
社
御
祭
神
、
細
川
藤
孝

酔
月
亭
の
あ
と
地
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

と
し

ひ
と

公
が
後
陽
成
天
皇
の
弟
宮
、
桂
宮
智
仁
親
王
に
古
今
集
の
秘

建
物
の
内
部
杉
戸
に
、
狩
野
永
徳
の
「
雲
龍
」
の
墨
絵
（
消
滅
）
、

伝
を
授
け
ら
れ
た
御
所
内
の
由
緒
深
い
建
物
で
、
大
正
元
年

襖
に
海
北
友
松
の
「
竹
林
七
賢
人
」
の
絵
が
あ
り
ま
す
。

し
て
日
本
式
の
庭
園
が
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
神
苑
水
前

寺
成
趣
園
で
す
。
仮
山
泉
石
の
美
を
誇
る
桃
山
式
庭
園
の
代

表
的
な
も
の
で
、
園
の
中
に
設
け
ら
れ
た
茶
室
酔
月
亭
は
、

十
一

細
川
藤
孝
公
四
百
年
祭
記
念
建
立
）

光
復
碑
（
復
興
記
念
碑
）
の
外
、

。
拝
殿
南
西
側
の
五
葉
松
は
数

百
年
の
古
木
で
す
。
光
復
記
念
碑
の
傍
に
薄
幸
の
放
浪
歌
人

宗
不
旱
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

の
創
設
者
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
剣
聖
宮
本
武
蔵
は
、
忠
利
公

の
招
き
に
よ
り
客
分
と
し
て
、
熊
本
の
地
で
兵
法
五
輪
の
書
を

書
き
上
げ
ま
し
た
。

（
昭
和
五
十
四
年
三
月

出
水
神
社
御
鎮
座
百
年
記
念
建
立
）

代
々
の
殿
様
が
愛
用
さ
れ
、
世
に
水
前
寺
の
お
茶
屋
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

成
趣
園
の
面
積
は
、
約
七
五
、
九
○
○
平
方
米
。

細
川
家
三
代
忠
利
公
は
加
藤
家
の
後
を
受
け
て
小
倉
よ
り
熊

本
に
入
城
さ
れ
た
初
代
の
肥
後
藩
主
で
あ
り
、
水
前
寺
成
趣
園

出
水
神
社
略
記

出
水
神

社
社

務
所

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
八
番
一
号

電
話
〈
○
九
六
一
三
八
三
’
○
○
七
四

郵
便
番
号

八
六
二
’
○
九
五
六



九
、
能

楽
堂

御
祭
神
細
川
藤
孝
公
を
は
じ
め
御
歴
代
に
は
武
道
は
も
と

よ
り
和
歌
・
茶
道
・
能
楽
な
ど
特
に
文
化
の
面
に
も
ご
堪
能

で
あ
ら
せ
ら
れ
、
出
水
神
社
の
御
創
建
に
際
し
、
能
楽
堂
が

成
趣
閏
南
側
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

爾
来
、
御
神
事
能
を
中
心
と
し
た
演
能
が
鴨
ん
に
催
さ
れ

て
来
ま
し
た
が
、
併
し
く
も
昭
和
四
十
年
火
災
に
遇
い
焼
失
、

御
祭
神
ゆ
か
り
の
伝
統
文
化
の
振
興
と
発
展
を
切
望
す
る
各

八
、
境
内
末
社
稲
荷
神
社

十
代
藩
主
斉
蕊
公
に
よ
り
、
文
化
六
年
一
月
に
勧
請
御
鎮

座
さ
れ
ま
し
た
。
天
保
九
年
十
一
月
に
は
斉
弦
公
御
母
嬬
台

院
様
御
勧
請
の
二
本
木
御
殿
鎮
守
の
稲
荷
社
も
合
祀
さ
れ
ま

十
、
神
苑
水
前
寺
成
趣
園
（
昭
和
川
年
上
一
Ｈ
十
七
Ⅱ
岡
桁
定
名
勝
お
よ
び
史
跡
）

寛
永
九
年
、
細
川
忠
利
公
が
肥
後
藩
主
と
し
て
入
国
さ
れ

「
出
水
」
と
い
う
地
名
が
起
り
、
又
、
「
水
前
寺
」
と
い
う

た
時
、
豊
前
羅
漢
寺
の
僧
玄
宅
が
お
供
を
し
て
き
ま
し
た
の

地
名
は
寺
の
名
前
が
地
名
に
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
「
水
前
寺
」
と
い
う
寺
院
を
建
て
て
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

後
に
、
寺
を
北
側
に
移
し
玄
宅
寺
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
こ
の
地
は
古
来
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
た
事
か
ら

忠
利
公
か
ら
棡
利
公
に
至
る
三
代
、
八
十
年
の
歳
月
を
要

り
ま
し
た
。
川
蒲
主
を
敬
い
慕
っ
て
い
た
Ⅲ
瀧
士
た
ち
は
、

蒲
主
の
御
霊
を
祀
り
御
恩
に
報
い
、
御
恩
徳
に
よ
っ
て
、
戦

い
で
荒
ん
だ
人
心
を
安
定
さ
せ
、
熊
本
の
町
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
の
願
望
か
ら
崇
敬
者
相
集
い
、
細
川
家
に
関
係
の
深
い

水
前
寺
成
趣
圃
の
地
を
選
び
こ
こ
に
社
殿
を
創
建
し
、
細
川

藤
孝
公
ほ
か
三
柱
を
祭
鎮
し
ま
し
た
。
後
に
歴
代
の
藩
主
十

柱
及
び
忠
興
公
室
の
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
が
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

七
、
祭

祀
沿

革

明
治
１
年
西
南
の
役
で
、
熊
本
の
城
ド
は
焼
野
ヶ
原
と
な

た
ま
た
ま
さ
き
の
節
二
次
川
界
大
城
の
戦
禍
を
蒙
っ
た
社

六
、
琴
不

曲〈

出

一
、
社

名

二
、
鎮

座
地

三
、
御

創
建

四
、
御

復
興

五
、
御

祭
神

主
座

春
季

祭
典
一
和
仙
叩
一
存
に
冊
三
日
間
一
流
鋪
馬
式
、
献
茶
式
、
能
楽
式
等
の
奉
納
が
あ
り
ま
す
。

〆

秋
季
例
大
祭
一
諏
什
肥
。
Ｍ
叩
三
日
間
一
左
記
の
奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

一

流
嫡
馬
式
・
献
茶
式
（
十
九
日
）

献
幣
祭
・
能
楽
式
（
二
十
Ⅱ
）

そ
の
ほ
か
古
武
道
、
剣
道
等
の
奉
納
が
あ
り
ま
す
。

夏
祭
’
八
月
第
一
土
硴

薪
能
神
事

月
次
祭
Ｉ
毎
月
一
Ｈ
、
十
五
Ｈ

細
川
藤
孝

卿
（
初
代
）

細
川
忠
與

卿
（
二
代
）

細
川
忠
利
朝
臣
（
三
代
）

細 水
神

社
御

案
内

川
重
賢

卿
（
八
代
）

い
す

み

出
水

神
社

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
八
番
一
号

明
治
十
一
年
十
月
七
日

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
七
日1I1 6

''1方
面
か
ら
の
再
建
復
旧
を
望
む
声
が
Ⅱ
増
に
商
ま
り
、
関
係

各
位
の
熱
意
に
よ
っ
て
昭
側
六
十
一
年
一
月
、
成
趣
園
待
望

の
出
水
神
社
能
楽
堂
が
兄
事
に
岬
建
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
能
楽
蝦
は
天
皇
陛
下
御
在
位
六
十
年
を
記
念
し
、
御

祭
神
と
御
縁
故
深
い
Ⅲ
八
代
藩
主
松
井
家
よ
り
移
築
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
た
。

祭
典
は
、
三
川
初
午
の
日
と
十
一
月
八
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

殿
は
殆
ん
ど
焼
失
し
、
辛
う
じ
て
難
を
免
が
れ
た
御
神
庫
と

神
楽
殿
を
川
社
地
に
移
し
仮
社
殿
と
し
て
お
祭
り
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
昭
和
川
十
五
年
に
至
り
御
社
殿
の
御
再
建
の
機

運
高
ま
り
「
御
復
興
奉
賛
会
」
を
設
立
し
工
事
を
進
め
、
越

え
て
昭
利
四
十
八
年
の
十
二
月
七
日
現
在
の
社
殿
が
兇
事
に

完
成
し
ま
し
た
。

細
川
光
尚
朝
臣
（
四

代
）

細
川
宣
紀
朝
臣
（
六

代
）

細
川
治
年
朝
臣
（
九

代
）

細
川
斉
樹
朝
臣
（
十
一
代
）

細
川
部
州
朝
匝
（
十
三
代
）

細
川
磁
久
卿
（
十
四
代
）

刑
川

玉
（
忠
興
室
）
通
称
ガ
ラ
シ
ャ

細 細l il ll il ll
川 川 川 川
斉 斉 宗 綱
罐 菟 孝 利
朝 朝 朝 朝
臣 臣 臣 臣

｜‐十 七 五

���代 代 代 代
一 一 一 一


